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匂
み
て
・
・
左
み
て
!

七
城
小
三
年
生
自
転
車
教
室

七
城
小
学
校
三
年
生
を
対
象
と
し
た
自
転
車
教
室
が
六
月

三
日
︑
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
日
へ　

安

全
な
自
転
車
の
乗
り
方
を
保
護
者
と
と
も
に
真
剣
に
学
び
ま

した︒

⑦

4
­
ロ
ン
は
い
か
が
で
す
か
?

4
H
C
が
農
産
物
の
P
R
活
動

七
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
三
日
間
︑
熊
本
市
の　
「
サ
ン

ピ
ア
ン
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
」　
で
︑
町
4
H
C
に
よ
る
農
産
物
の

即
売
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
こ
れ
は
へ　
4
H
C
が
p
R
活
動

の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
も　
前

年
ま
で
の　
「
鶴
屋
」　
か
ら
場
所
を
変
え
て
の
開
催
で
し
た
︒

初
日
は
平
日
で
し
か
も
雨
と
い
う
こ
と
で
'

販
売
も
今
ひ
と

つ
で
し
た
が
︑
二
日
目
か
ら
は
大
盛
況
で
し
た
︒
な
か
で
も

メ
ロ
ン
︑
ス
イ
カ
の
試
食
が
大
人
気
で
'

何
度
も
試
食
に
手

を
伸
ば
す
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
­
*
d
:
u
で
は
今
後
も
毎
年

開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
︒

*

匂
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会

第
二
十
八
回
菊
池
地
区
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会
が

六
月
十
六
日
へ　
菊
池
市
立
勤
労
者
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
︒

こ
の
大
会
は
︑
競
技
を
通
じ
'

児
童
に
正
し
い
交
通
知
識
を

身
に
つ
け
て
も
ら
い
︑
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
と
い
う
も

のです︒
大
会
に
は
︑
管
内
小
学
校
の
十
四
校
が
出
場
︑
七
城
小
学

校
も
参
加
し
'

毎
日
朝
早
く
か
ら
の
練
習
の
成
果
が
み
の
り
'

四
位
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
︒

包
れ
い
な
花
を

七
城
中
へ　
花
の
首
植
え

六
月
十
五
へ　
十
六
日
の
両
日
'

七
城
中
の
全
校
生
徒
が
'

町
内

の
幼
・
保
育
園
や
'

ひ
と
り
暮

ら
し
の
家
庭
を
訪
問
し
'

種
か

ら
育
て
た
サ
ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
花
苗
を
植
え
ま
し

た
︒
こ
れ
は
'

総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
行
わ
れ
た
も
の
で
ー

卒
園
し
た
保
育
園
を
訪
れ
た
生

徒
た
ち
は
'

な
つ
か
し
い
先
生

と
楽
し
そ
う
に
会
話
し
な
が
ら
へ

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
︒

境
保
全
の
た
め
に

匂
れ
い
な
歯

母
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
十
三
年
度
の　
「
母
と
子
の
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」　
菊
池
地
区
大
会
が

五
月
十
七
日
ー
菊
池
保
健
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
︒

七
城
町
か
ら
は
'

田
中
直
美
さ
ん
'

晴
菜
ち
ゃ
ん
親
子　
(

雇
用
促
進
住
宅
)

が
参
加
さ
れ
'

三
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し

た
︒田

中
さ
ん
は　
「
む
し
歯
予
防
の
た
め
︑

子
ど
も
が
す
す
ん
で
歯
み
が
き
を
す
る

よ
う
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
︒
こ
れ
か

ら
も
歯
み
が
き
を
大
切
に
し
う　
む
し
歯

の
早
期
発
見
の
た
め
に
へ　
定
期
的
に
歯

医
者
さ
ん
に
み
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て

い
ま
す
o
」　
と
'

コ
ン
ク
ー
ル
へ
参
加
し

て
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
︒

熊
本
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

に
台
区
の
笠
マ
ス
エ
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
︒
委
嘱
期
間
は
'

本
年
六
月
二
十
八

日
か
ら
平
成
十
五
年
六
月
二
十
七
日
ま
で

の
二
年
間
︒

笠
さ
ん
は
'

「
ま
ず
へ
自
分
の
身
の
廽
り

を
見
つ
め
な
が
ら
へ　
ゴ
ミ
問
題
等
を
皆
さ

ん
と
t

緒
に
勉
強
し
'

実
行
に
移
し
て
い

き
た
い
︒
ま
た
へ　
き
れ
い
な
水
へ　
す
ば
ら

し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
七
城
町
を
み
な
さ

ん
と
し
っ
か
り
見
守
っ
て
い
き
た
い
︒
」

と
'

今
後
の
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
︒

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は
E
i

竹
炭
と
竹
酢
液
に
つ
い
て

あ
る
日
︑
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
長
に
ー
「
私
は
'

目
の
病

気
で
悩
ん
で
い
ま
し
た
︒
菊
池

市
に
勤
め
て
い
る
娘
が
︑
メ
ロ

ン
ド
ー
ム
か
ら
買
っ
て
き
た
竹

酢
液
を
使
っ
て
ご
ら
ん
と
い
っ

た
の
で
'

そ
れ
で
顔
を
洗
っ
て

い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
治
り
ま

し
た
︒
う
れ
し
く
て
電
話
し
ま

し
た
︒
今
か
ら
近
所
の
人
に
も

宣
伝
し
て
い
き
ま
す
︒
」　
と
語

ら
れ
た
そ
う
で
す
︒

竹
酢
液
・
竹
炭
は
︑
シ
ル
バ
I

人
材
セ
ン
タ
ー
で
フ
ル
生

産
し
て
い
ま
す
が
需
要
が
多
く
生
産
が
間
に
合
わ
な
い
状
況

です︒平
成
十
二
年
度
中
の
売
上
高
は
五
百
六
十
万
円
余
と
な
り

ま
し
た
が
'

①
竹
酢
液
の
売
り
上
げ
高
が
急
上
昇
中
で
あ
る
︒

②
メ
ロ
ン
の
鮮
度
を
お
と
す
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
吸
収
さ
せ
'

新
鮮
な
メ
ロ
ン
を
届
け
る
た
め
に
宅
急
便
の
箱
の
中
に
竹

炭
を
い
れ
て
い
る
︒

③
銘
柄
米
「
七
つ
星
」　
の
袋
に
つ
け
て
炊
飯
用
竹
炭
を
販
売

し
て
い
る
︒

④
熊
本
市
内
に
あ
る
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
の
取
扱
店
へ　
サ
ン
リ
ブ

熊
南
・
清
水
両
店
の
竹
炭
・
竹
酢
液
の
売
り
上
げ
高
が
上

昇
し
て
い
る
︒

な
ど
︑
こ
れ
か
ら
先
に
明
る
い
き
ざ
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
︒

竹
酢
液
は
'

原
液
を
半
年
間
寝
か
せ
へ　
タ
ー
ル
分
を
除
去

し
て
か
ら
︑
蒸
留
し
て
竹
酢
液
を
と
り
出
し
ま
す
の
で
'

本

格
的
生
産
は
こ
れ
か
ら
で
す
︒

原
料
の
も
う
そ
う
竹
も
'

町
内
の
方
々
か
ら　
「
自
分
の
山

の
を
切
っ
て
く
れ
︒
」　
と
た
く
さ
ん
の
希
望
が
あ
っ
て
い
ま

す
︒
里
山
条
例
の
目
的
に
そ
っ
て
き
れ
い
な
竹
林
を
再
生
さ

tSEsa
最
後
に
'

私
の
夢
と
し
て
北
と
南
地
区
に
子
供
達
が
楽
し

く
山
に
入
り
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
竹
林
公
園
を
考
え
て
い
ま

す
︒
土
地
提
供
者
等
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

⑤



社会福祉協議会では、幼児から高齢者まで
のあらゆるニーズに応じていきたいと思って
います。今まで歩いてきた足跡を振り返り、
町民の皆様と共に歩む福祉社会づくりに頑張
ります。

ふれあいプラザのオープンに伴い、
数々の御寄付をいただきました。ここ
に報告し、お礼申し上げます。

(敬称略)
台簡易郵便局　時計
古閑　民哉　　竹ほうき
加藤　史郎　　竹ほうき
松岡みちえ　　肌布団
福島　悦子　　石けん

⑦

聖開脚塾
毎年、社会福祉協議会の事業・会費募集の趣旨

にご賛同いただき、会員としてご協力いただいて
おります町民のみなさまに心より感謝申し上げま
す。

今年も7月から8月にかけて、各区長さんを通
じ13年度の会費を募集いたします。

社会福祉協議会は、寄付金や共同募金の配分金
の他、毎年みなさまからいただく会費を主な資金
として、地域福祉の推進に努めております。

今年もみなさまのご理解・ご協力をお願いいた
します。

一般会員.・一・一世帯当たり　　　　　500円
賛助金章一　　人当たり　1口1,000円
特別会費一一一法人当たり1口1,000円

r  1

ボランティ声等岳
ボランティアセンター

毎週、水曜日の昼、ひとり暮らし、高齢世帯を対
象に配食サービスを行っています。お弁当を配達し
てくださるボランティアさんを募集しています。詳
しくは、社協事務局まで一一(TEL 25­5010)

6/10　菊池郡　親と

二二ユニー" I
ルフに汗を流しましたO　　　　ふ

3

ォe

lk　蝣　­　　­

5/20　県身障者体育大会
に出場した選手(県民総合
運動公園)
よく頑張りました。
また来年もヤルぞ­ I

E
‖
り

Ijb

㌦
瀧
農

∫

⑤

介護保険制度が始まり、措置から契約へと変化した平成12年度を終え、
平成13年度は、地域福祉の充実を図る年度へと移ってきました。今年度
も"あなたの町の社協"を目指しますのでよろしくお願いいたします。

平成12年度会計報告(平成13年3月31日現在)

配分金1,063,277(I.2%)
°

委託金
ll,511,166
(13.9%

諸収入
51, 954, 459

(62. 6%)

●　　●

●　　●

補助金
12,495, 866
(15.1%)

ノノ＼

・・Jl.'­1­

13.0%

4

募金配分
事業管
779, 046
(1.1%)

寄付金
2, 855, 472(3.4%)

∴.　1　　　、:  :l日: 、

・!/
iffii遥

11,803,101
(16%

/て㌃＼
3&ち　へ

た速射)
­ンFン

i^K
46, 521, 894(63. 2%)

≒=L量甘二lr l耽り減損馴碧.i

祭壇貸付特別会計収支決算書
収入合計1,105,757円
支出合計　　901, 730円
差引残額　　204, 027円(次年度繰越金)

~~七脚馳レクリエ~ソヨノ<7;
ヱg caern畠は紺dz

6/3　福祉レクリエーション大会
あなたも、私もみ～んな一緒!

一般会計貸借対照表

借 方 貸 方
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 22, 627, 618 流 動 負 債 13, 223, 115
固 定 資 産 17, 024, 100 基 金 4, 915, 600
退職預け金 18, 269. 500 積 立 金 30, 378, 000

繰 越 金 9, 404, 503

資産合計 57, 921. 2 8 負 債 .
純財産合計 57. 92 . 218

シルバー人材センター特別会計収支計算書
収入合計　59,580,770円
支出合計　59,146,170円
差引残額　　434, 600円(次年度繰越金)

平成1 3年度­般会計予算

1tノ＼、、

メ　　　Iu_　ん_盛転三二ー

:委託金補助金
18,224

KサA∴,­4湖01

i_　道匪重_

事務費
14. 323

し会議費413

諸収入45,712

(単位:千円)

▲__

繰入金1　　　　繰越金9,244
付金2,500

,塵一m ∠∴

事業費
45. 160

委託事業費　積立金
20, 871　　9,0

募金配分事業費1, 。36」l諸支出金1。.
予備費1,325
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1 2 3 4 5

福祉相談 9: 00
(老人福祉センター)

可規租コEqZ集B

全国高校総体 全国高校総体 菊池郡市同和教育、ノ ーノー.
.. .

. . .. .. .

子育て教室
0: 00­ll : 30

(多目的研修センタl )
全国高校総体総合
開会式 9‥40
(県運動公園)

菊池郡市子供会ソフトボlル
及びビーチパL/. ボール大会
(西台志郎) 8: 30

全国高校総体
サッカー試合 サッカー試合 サッカー試合 研究大会
(町運動公臥小学校運動場)

「あったかふれあ
い教室」13‥30
(老人福祉センター)

(町運動公臥小学舶勤噂) (町運動公園) (菊池市、七城町)

6 7 8 9 10 l l 12

可慌愉コと収集日

福祉相談 9: 00 転作現地確認 母親学級

可慌切コ∈収集日
独居老人会会食

ll :00
(老人福祉センタ. )

乳児健診9:30­

アJhE缶.
スチ­ h缶q文集日

町消防操法大会(多目的研修センター) 10日まで 13: 30~15: 30 (多目的研修センタl )
議会運営委員会

13: 30
全図高校総体
サッカー試合

(町運動公園)

(多目的研摩センタl ) 民生児童委員会
14‥00

(老人福祉センタI )
七城ファームスカ
ウト学校

(10日まで)

町文化協会視察研修

行政相談
12: 00­ ー5: 00
(多目的研修センタ­)

8 : 30
(町営グラウンド)

13 14 15 16 17 18 19

可悦租コEqZ集E)

第30回戦没者追悼式
ll : 40­

可現物コミ収集El

福祉相談 9‥00
(多目的研修センター)

「あったかふれあ
い教皇」13: 30
(多目的研修センター)

ふるさと七城夏まつり前夜祭
19: 00­

令 品 昌朴 凡

..1すi七城夏まつり
14: 00­

20 2 1 22 23 24 25 26

可艶物コEqZ黛E]

区長会 13: 30 福祉相談 9: 00
(リバーサイドパーク)

菊池郡議長会正副
議長研修

24日まで

可現物コE収集日

教育委員会
13: 30

ピン頬収集日

27 28 29 30 3 1
、. : 範

可慌切コE収集日
而慌切コとqX集日

農業委員会
13: 30

県町村議会正副議
長研修会

14‥00子育て教皇

可悦物コ∈収集E]

高齢者大学
10: 00

ニコ二コ健康教室
19: 30

(中央公民館)

10: 00­ll : 30 ′ 、
′

●　　●

絞総体
+競技開催

2日(木)～8日(水)

平成13年度全国高等学校体育大会サッカー競技が七城町と大津町で開催されます。
七城町では8月2日(木)・3日(金)・4日(土)・6日(月)の4日間、下記の組み合わせにより全国の

予選を勝ちあがった高校生が熱戦を繰り広げます。
是非ご来場いただき、温かい声援と拍手をお願いします。 (サッカー競技の見方は町広報7月号に記載して

います。)
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国　　　　見(長　崎)1
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近大和歌山(和歌山)6
東岡山工業(岡　山)7
学　館　新　潟(新　潟)8
西　　武　　台(埼　玉)9
松　　　　蔭(愛　知)10
聖　光　学　院(福　島)11一望」
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武　　　　　南(埼　玉)
洛　　　　　北(京　都)

32盛
33札

商
第

岡
幌

& (岩　手)
­ (北海道)

34大　　　　　野(福　井)
」_旦L35山形中央(山　形)

,　　　　36熊　本　国　府(熊　本)

~　　　　~丁∴ .
」Cl　　　39奈良育英(奈良)

」諒一世­40東　福　岡(福岡)41　　　枝　　葉(静　岡)
,　　　　42梱　蔭　学　園(神奈川)

「虹恒=
l

「冠
Bl

43大　　　　社(島　根)
44情　報　科　学(大　分)
45前　橋　育　英(群　馬)
46星　　　　　稜(石　川)
47鹿児島実業(鹿児島)
48今　　治　　東(愛　媛)

T49東　　　　　邦(愛　知)
rA2

­C3
­IB3

」十D2
JFl

l　　­'. I

8/7　8/6　8/4　8/3　8/2

(枠内の数字は試合数です。)
競 技 会 場 8/ 2木 8′3金 8/ 4ア 8′5 日 8/ 6 月 8/ 7火 8/ 8水

A 大 津 町 運 動 公 園 球 技 場 3 3

休

義

日

1 1 1

B 大 津 町 運 動 公 園 競 技 場 3 3 2 2 1

C 大 津 町 運 動 公 園 多 目的 広 場 A 3 3 2

D 大 津 町運 動 公 園 多 目的 広 場 B 3 3 2

E 熊本県立大津高等学校 グラウン ド 3
ド 大 津 町 立 大 津 中 学 校 運 動 場 o

G 七 城 町 運 動 公 園 サ ッ カ ー 場 3 3 2 1

H 七 城 町 七 城 小 学 校 運 動 場 3 1

※お願い　大会観戦につきましては町営グラウンド駐車場をご利用下さい。

50佐　　賀　　北(佐　賀)
51膳　　　　　所(滋　賀)
52多々　良学園(山　口)
53秋　田　商　業(秋　田)
54北　　　　陽(大　阪)
55帝　　　　　京(東　京)

区分
試 合 開始
予定 時 間

第 1 試合 10 ‥00

第 2 試合 11 ‥45

第 3 試合 15 ‥00

決 勝 10 ‥00

試 合が PK方 式 にな った場 合 は
10分後 に次 の試 合 を開始 す る

⑨ ⑤



使用済みの農薬容器の焼却・廃棄は違法です。
J Aの指定場所において、使用済み農薬容器の回収を行いますので、ルールを守って回収にご協力下さい.

【回収場所】
J A菊池七城中央支所資材店舗前

【回収日及び回収時間】
9月12日(水)午前9時～午後4時

【回収方法】
1.今回の回収はt!i薬用7ラボトA蝣1′JLミ」・紙袋

のみです。
2. J刃着定のIr_朝丈釦二人かて二日守1)卜`さい

※回収袋は最寄りのJAにて、 1枚当り100円(回
収・処理料金等込み)で販売されます。

3.容器の中は空にして、プラボトルは洗浄し、アル
ミ袋・紙袋は残量物の確認ができるよう切ってお
持ち下さい。

4.空容器のキャップは必ず外して下さい。
5.回収袋に住所・氏名・電話番号を書いて下さい0
6.プラボトルとアルミ袋・紙袋は分別して下さい。
7.プラボトルは下向きに入れて下さい。

空容器に水を約　　　キャップをして
l /4入れる。　　　よく振る。

・散布器具の洗浄水は、河川、用水路、下水などの水系に捨てない
で下さい。

(問い合せ先) J A菊池七城中央支所営農課
(7724­4098

∴

、、.可

平 成 13 年 度 自 衛 官 採 用 試 験 等 の 日 程

募集種目 資 格 受付期間 試験期日 合格発表 入 (校) 隟

防衛大学校学生 高卒 (見込) 9月13日～ 【1次】11月10­ 11日 【1次】12月4 日 ー4年4月上旬(男. 女) 21歳未満の者 10月12日 【2次】12月 ­14日 【最終】14年2月14日

航 空 学 生 高卒 (見込) 8月6 日～ 【1次】9月22日
【2次】10月13­ 18日
【3次】(空)11月11日～12月7日

【1次】10月5日
【2次】(空)11月1日
【最終】14年1月25日

14年3月下旬
(男一女) 21歳未満の者 9月7日 ～4月上旬

一般曹候補学生 18歳以上 8月6 日～ 【1次】9月16日 【1次】9月28日 14年3月下旬
(男. 女) 24歳未満の者 9月7日 【2次】10月3～9日 【最終】11月8日 ～4月上旬

吾 候 補 士 18歳以上 8月6 日.～ 【1次】9月16日 【1次】9月28日 14年3月下旬
(男. 女) 27歳未満の者 9月7日 【2次】相月3～9日 【最終】11月14日 ～4月上旬

防衛医科大学校学生 高卒 (見込) 9月13日～ 【1次】11月3～4日 【1次】11月27日 14年4月上旬(男. 女) 21歳未満の者 10月12日 【2次】12月5～7日 【最終】14年2月14日

看 護 学 生 高卒 (見込) 9月13日～ 【1次】10月23日 【1次】11月5日 14年3月上旬
(男. 女) 24歳未満の者 10月12日 【2次】11月22­ 23日 【最終】14年1月16日 ～4月上旬

2 等 陸 海 空 士 18歳以上 年間を通じて 受付時にお知らせします0 受験日からおおむね 採用予定通知書で
(男子) 27歳未満の者 行っておりますC 1ケ月後以降 お知らせします0

2 等 陸 海 空 士 18歳以上 8月6日～ 9月?5~26日 11月14日 14年3月下旬～
(女子) 27歳未満の者 9月7日 4月上旬

お問い合せは、熊本地方連絡部菊池分駐所 (1℡24ー2772) または七城町役場総務課 (℡25­1000) まで
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講師　宇根　　豊(うね　ゆたか) (「田んぼの学校」 「田の虫
図鑑」 (農文協)の著者)

演題「百姓仕事」が自然をつくる
日時　8月18日(土)午前10時～正午
会場　菊池養生園
会費　無料　※予約なしでどなたでも参加出来ます。

問い合せ先
菊池養生園　セミナー事務局

住所:湖水町吉冨2193
℡ 38­2820　FAX38­5899

夏の夜空の星の下、子供たちがおもちゃの花火で遊ぶこと
が多くなります。

花火で遊ぶときには、遊び方の注意書をよく読んでケガや
事故などがないよう、楽しい花火遊びをしましょう。

【注意事項】
1.花火を人や家に向けたり、燃えやすい物のある場所

で遊ばないようにしましょう。
2.風の強いときは、花火遊びはやめましょう。
3.大人と一緒に遊びましょう。
4.たくさんの花火に、一度に火

をつけないようにしましょう.
5.花火をポケットに入れてはい

けません。
6.必ず、水を用意しましょうO

《花火遊びは、迷惑にならない場所と
時間を守りと必ず後始末か

菊池広域消防本部(℡25­3053)

使用時間:午前8時30分～午後5時

楽しく、安全にプールを使用するにあたり、以下のことに
ご協力下さい。

・夜間は絶対に遊泳しないで下さい。
・小学生の遊泳時間は午後1時から3時まで、それ以外

の時間帯については保護者同伴でお願いします。
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聴覚に障害のある主人公が、ホームヘルパーとして
働きながら、さまざまな現実の壁を体感します。そし
て悩みながらも、心のバリアフリーを信じて前向きに
生きていきます。

放送日時　8月5日(目)
午後3 :00­4:00

放送局　TKUテレビ熊本
提　　供　熊本県・熊本県人権啓発推進協議会
出　　演　西郷輝彦・仲谷昇・左時枝ほか
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ふ丞魯と
竜m裏書ウりの潜知らせ

8月18日(土)　午後5時～ (夜市)、午後7時50分～ (映画上映)
8月19日(日)　午後2時～

鴨川河畔公園

18日　夜市、子供向け映画(ワンピース「ねじまき島の冒険」、デジモンアドベ
ンチャー「ディアポロモンの逆襲」) ・中学生以下対象の抽選会

19日　イカダ競争、魚取り大会
ばってん荒川・大田黒浩一の熱血ジヤゴ一座(TV公開録画)

イカダ競争参加チーム大募集
毎年夏まつりのメインイベントとしで恒例となっているイカダ競争を今年も盛大に開催します。

つきましては参加チームを大募集しますので皆様ふるってご参加下さい。

闘喜田; 8月19日(日)午後2時30分スタート(

rq音義≠i;菊池川【加恵堰乍→菰人橋(折り返し)】
1チーム5名(性別・男女・年齢は問い
ません。)
イカダの材質は自由としますが、できる
だけ竹の使用をお願いします。
参加者は、けがを防ぐために必ず靴を着

予 定 )

′、 ′、
l ­ 、

一 C フ ～

一.一校

­llllII­ ­ I ­琶 ≡= 二 子 = ­= ­ 玩

用して下さい。
・けが等があった場合には、保険の適用範囲内で対応します。
8月10日(金)

役場企画開発課(℡25­1000)

〃書獲T
トーキングタイム

Twelve months have passed since my arrival in Japan.
During this time, I have learned a tremendous amount
about your culture and your town. Shichijo­machi is a truly,
magical place full of special people. You have opened your
hearts to me and for this, I am grateful.
As I look forward to the coming year, I hope to give more
of my time to the community. This fall, I want to start an

adult education class. I welcome anyone interested in
English language, or American culture to join these classes.
I promise to Keep these classes enjoyable and educational.

私が日本に来て、 12か月が経ちました。この
間私は、七城の文化や町についてたくさんの事
を知りました。七城町には本当に素晴らしい場
所や人達がたくさんいらっしゃいました。そし
て、町民の皆さんは私に心優しく、気軽に接し
てくれて感謝しています。

近頃は月日が経つにつれ、もっと七城町に住
んでいたいなあと思い始めました。そこで、今
年の秋から成人向けの教室を始めようと思って
います。英語やアメリカの文化に興味をお持ち
の方は歓迎しますよ。きっと、楽しくたくさん
のことを学ぶことができると思いますよ。

⑮

ユttl ­Eli.sJ.」七"V ­サ⊥リ二　　　主　　‡し=ます

七城町では、平成14年度の職員を募集します。
さい。郵送する場合は、申込用紙の受験
票の裏に50円切手を貼り、宛先、郵便番
号を明記し、必ず簡易書留郵便にして、
封筒の表に「七城町職員採用試験申込」
と朱書して送付して下さい。

4　中込用紙の請求­申込用紙は七城町役場総務課に用
意しています。
郵便により請求する場合は、封筒
の表に「七城町職員採用試験申込
書請求」と朱書し、 140円切手を
貼った宛先明記の返信用封筒を同
封のうえ、七城町役場総務課へ請
求して下さい。

●　　●.試験の。時.場所等
(第1次試験か
○日　　時­9月16日(日)午前8時30分
○場　　所­・菊池市「熊本県立菊池高等学校」

[　　　　○合格発表・・10月中旬合格者のみ通知するほか七城町
役場に掲示します。

くく第2次試験))
○日　　時­10月下旬の予定
○場　　所­七城町　別途第1次合格者に通知します。

1　　　　　0合格発表　・11月上旬合格者、不合格者ともに通知し
iSH

■試験の内容
○一般事務­教養試験・適性検査・作文試験
○土　　木­教養試験・専門試験・作文試験

●　　●

※試験についての問い合せ先
七城町役場総務課

〒861­1394
熊本県菊池郡七城町大字甲佐町74番地の1
770968­25­1000　内線111or112

⑲

■試験職種・採用予定人員等

区 分 職 種 採 用
予 定数 勤 務先 職務 内容

高等 学校 卒 ­ 般 3 人 長 部 局 又 は教 育 委 員 会 等 に
程度 事 務 程 度 勤 務 し、l 般 事 務 に従事 す る

高等 学校 卒 土 木 2 人 長 部局 に勤務 し、専 門の 技術
程 度 程 度 事務 に従 事 する0

■受検資格
1　昭和49年4月2日から昭和59年4月1日までに生ま

れた者
2　次の一つに該当する者は、受験できません。

(1旧本国籍を有しない者
(2)成年被後見人又は被保佐人(準禁治産者を含む)
(3)禁鋼以上の刑に処せられ、その執行が終わるまで又

はその執行を受けることがなくなるまでの者
(4)七城町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分

の日から2年を経過しない者
(5)日本国憲法の施行の日以後において、日本国憲法又

はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主
張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入
した者

■受験手続
1受付期間・­平成13年7月23日(月)から8月10日

(金)まで(土曜日・日曜日を除く)郵
送の場合は、 8月10日(金)までの消印
のあるものに限り受け付けます。受付時
間は、午前8時30分から午後5時までで
す。

2　申込先­七城町役場総務課　電話0968­25­1000
熊本県菊池郡七城町大字甲佐町74番地の
1 (〒86卜1394)

3　中込手続­七城町発行の申込用紙に必要事項を記入
して、前記申込先に郵送又は持参して下
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た
︒
参
加
者

の
多
く
よ
り　
「
絶
対
七
城
に
ま
た
来
ま
す
︒
」　
「
今
後

の
体
験
ツ
ア
ー
も
案
内
し
て
ね
︒
」　
と
い
っ
た
嬉
し

い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
︒
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七
城
儲
吾

農
の
先
駆
者

横
枕
清
太
郎
氏
の
業
績緒

方
正
俊

横
枕
清
太
郎
氏
は
天
保
九　

(
一
八
三

八
)　

年
代
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
︒
農
業
を
継

ぎ
︑
新
し
い
農
法
を
採
り
入
れ
へ　
そ
の
知
識
︑

技
術
と
も
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

五
十
四
歳
の
明
治
二
十
五
年　

(
一
八
九

二
)　

四
月
か
ら
同
二
十
九
年
三
月
ま
で
の
四

年
間
へ　
鹿
児
島
県
日
置
郡
東
市
来
村
に　
「
農

業
教
授
人
」　
と
し
招
か
れ
指
導
し
て
い
ま
す
︒

当
時
鹿
児
島
県
で
は
農
業
生
産
発
展
の
為

に
熊
本
県
か
ら
数
多
く
の　
「
農
業
教
授
人
」

を
招
い
て
い
ま
す
︒

そ
の
数
明
治
三
十
四
年
迄
六
十
七
名
と
の

記
録
が
あ
り
ま
す
︒
そ
の
大
部
分
は
菊
池
︑

鹿
本
の
人
々
で
す
︒

横
枕
氏
は
そ
の
中
の
一
人
で
し
た
が
︑
農

家
に
下
宿
し
︑
一
人
暮
ら
し
で
指
導
を
続
け

ま
し
た
︒
そ
し
て
如
何
に
地
域
を
発
展
さ
せ
'

人
々
か
ら
感
謝
さ
れ
た
か
は
後
年
頒
徳
碑
を

建
設
し
て
功
績
を
伝
え
て
い
る
事
か
ら
も
知

る
事
が
出
来
ま
す
︒

碑
文
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

頒
徳
碑農

業
教
授
大　

横
枕
清
太
郎
氏

横
枕
清
太
郎
君
は
熊
本
県
菊
池
郡
砦
村
の

人
に
し
て
明
治
二
十
五
年
四
月
本
村
農
会
の

設
立
と
同
時
に
農
業
教
授
と
し
て
本
村
産
業

開
発
の
任
に
就
か
る
︒
時
村
民
は
未
た
農
業

改
良
の
効
果
を
悟
ら
ず
'

其
の
教
に
従
う
も

;
,

え
と
も

の
甚
だ
少
か
り
L
と
錐
へ　
君
は
農
全
役
員
と

協
力
し
日
夜
寝
食
を
忘
れ
或
は
実
地
の
指
導

に
'

或
は
斯
業
の
講
演
に
全
精
力
を
傾
注
し

其
の
利
害
得
失
を
説
破
し
た
る
以
て
漸
次
其

の
教
を
乞
う
者
続
出
す
る
に
至
り
へ　
義
に
産

業
開
発
の
基
礎
全
く
成
る
に
及
び
明
治
二
十

九
年
三
月
職
を
辞
し
故
山
に
帰
封
せ
ら
る
る

や
︑
尚
君
を
し
た
っ
て
其
の
故
郷
に
至
り
教

を
求
む
る
者
あ
り
へ　
村
内
有
力
者
は
概
ね
君

の
訓
陶
を
受
く
今
や
本
村
の
農
業
は
断
然
頭

角
を
額
は
し
願
下
に
其
の
名
を
知
ら
る
る
に

至
る
︒
是
れ
偏
に
君
の
賜
に
し
て
其
の
徳
目

に
目
に
新
た
な
る
覚
ゆ
依
て
藁
に
村
民
一
同

相
謀
り
頒
徳
碑
を
建
立
し
て
其
の
功
徳
を
千

歳
に
博
ふ
と
言
爾

大
正
十
一
年
四
月
二
日
建
立

そ
れ
か
ら
百
年
余
へ　
「
大
し
た
農
業
ン
先

生
」　
が
在
村
し
た
の
は
四
个
年
の
比
較
的
短

い
期
間
で
あ
っ
た
が
︑
そ
れ
か
ら
二
十
年
を

経
た
大
正
十
一
年
︑
あ
ら
た
め
て
'

他
郷
か

ら
村
に
来
た
農
業
教
師
の
業
績
を
顕
彰
し
よ

う
と
住
民
に
発
議
さ
せ
︑
自
ら
碑
石
を
川
か

ら
運
び
上
げ
追
慕
の
情
を
刻
み
︑
ま
た
百
年

の
歳
月
を
へ
だ
て
な
お
村
人
の
口
碑
に
語
り

つ
が
れ
て
い
る
︒

鹿
児
島
県
元
農
村
セ
ン
タ
ー
所
長
の
松
本

友
記
氏
の　
『
勧
農
事
蹟
』　
に
よ
れ
ば
こ
れ
を

な
さ
し
め
た
も
の
は
'

横
枕
氏
の
一
体
な
ん

で
あ
っ
た
ろ
う
か
︑
人
間
と
人
間
と
の
相
互

の
強
い
信
頼
と
深
い
愛
情
を
培
か
っ
た
人
徳

と
し
へ　
横
枕
氏
は
単
な
る
農
業
技
術
の
伝
習

者
で
は
な
く
へ　

ま
さ
に
農
民
の
教
育
者
で

あ
っ
た
と
た
た
え
て
い
る
︒

尚
へ　
資
料
及
び
写
真
は
子
孫
横
枕
清
吉
氏

よ
り
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
o

車横枕清太郎氏　頒徳碑
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毎月の町の人口の動きや、冠婚葬祭情報をお届けします。

(敬称略)

結
婚
お
め
で
と
う

山
鹿
市　
　
　
　

坂
本　

啓
詩

山　
　

崎　
　
　
　

緒
方　
愛
子

誕
生
お
め
で
と
う

閉　
　

所

甲
佐
町

梶　
　

迫

し
ル
ん
ぺ
い

美
麗　

順
平

(
晋
也
・
さ
お
り
)

し

お

り

古
閑　

詩
織

(靖・有加)

野
中　

恋
普

(仲丁郎・美由紀)

お
く
や
み

荒　

牧　

限
部　

様
子

辺　
　

田　

中
津
健
次
郎

団池固市腐ん固おrユ­パレス弁天」オープン
温泉・温水プール.レストラン・物産館などご家族で楽しめる総

合ふれあい健康施設「ユーパレス弁天」がついにオープンしました。
ぜひ一度ご来館ください。

■ところ　帖′T志日中¥"}ミ運動公園前(県道熊本菊鹿線沿い)
■問い合せ先　7?09(トH48­26 2(­i

●ョ
^
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・
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成
十
三
年
・
I

ハ
月
七
城
町
簸
歌
詠
草　
第
三
五
t

回

掲
尊
者　
上
村
耕
t

郎

香
典
返
し

荒　

牧　

限
部　

英
明

(
亡　
隈
部　
様
子
)

辺　
　

田　

中
津　

弘
子

(
亡　
中
津
健
次
郎
)

人 口 の 動 き
平成13年6月未現在 ( ) 内の数字は前月比

世 帯 数 1′673 ( 4­ 1

人 口 6 ′0 97 ( + 1)

男 性 2 ′8 95 ( ± 0)

女 性 3 ′202 ( + 1)

ひ
ん
が
し
の
窓
よ
­
脊
岳

伸
Z
,

時
蝣
*
^
r
­
5
ォ
:
¥
言
駕
は
泰
然
自
若

」33

奈
煙
を
勧
め
し
医
者
に
背
を
向
け
た

吾
罰
か
ぶ
­
幽
閉
さ
れ
膚
­

身
を
屈
め
自
販
機
の
下
を
撫
ぞ
­
見
る

落
せ
し
育
円
五
倍
し
­
は
な
け
れ
ど

格
妾
の
サ
ン
ダ
ル
な
紙
t
J
,

い
そ
い
そ
と

初
下
ろ
し
す
る
,

一
ハ
月
の
朝

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
つ
つ
渡
る
音
が
頭
上

早
苗
可
の
項
忘
れ
ず
来
し
か

と
ど

杉
の
根
を
埼
み
し
め
し
ま
ま
止
ま
れ
ば

か
す
か
に
聞
こ
ゆ
谷
の
水
音

わ
が
思
い
届
か
ぬ
ま
ま
に
帰
­
来
て

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
何
林
も
飲
む

病
室
の
綱
︑
デ
の
か
ま
き
­
日
で
迫
え
ば

我
の
痛
み
は
残
し
て
消
え
ぬ

中
島
ひ
ろ
し

寺
岡　

民
哉

佐
　々

貴
弘

佐
　々

照
子

城　
　

甲
子

西
村　
澄
子

高
木　
　

椅

岩
崎　
清
継

わ
が
頭
上
鳴
き
行
­
ほ
と
と
ぎ
す
〆
切
の
短
歌
は

出
来
た
か
と
岡
­
に
あ
ら
ず
や

守出
し
ぶ
­
て
覗
け
ば
黒
さ
傘
ひ
ろ
げ

鴫
が
庭
の
雨
空
渡
る

岩
崎　

照
代

下
川
つ
ぎ
お

⑮
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一菊池郡市中体連大会­
1k　­

サ!

T　...

♂

平成13年度菊池郡市中体連が6月30日、 7
月1日の両日開催されました。七城中学校か
らは、 6種目に参加。日頃の練習の成果を発
揮し、とくに3年生にとっては、最後の忘れ
られない試合となりました。

なお、ソフトテニス男子団体戦は、みごと
優勝、個人戦男子山東・坂崎組、山内・渡辺
組は3位に入賞し、県大会へ出場しました。
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(雇用促進住宅)
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名　　　　前　原田　芳希くん
生　年　月　日　H12. 9. 27
両親のお名前　原田　芳伸・有里さん
メッセージ　元気でわんぱく坊主になっ

てね!

びっこ
ご紹介します。
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森林資源を大切に
この広報誌はエコマーク認定の
再生紙を使用しています。


